
アツモリソウは乱獲や盗掘、近年では鹿による食害や環境の変化により自生する
個体がほとんどない希少な植物で、絶滅危惧ⅠA類に指定されています。長野県で
は特に美ヶ原のアツモリソウが危機的状況で、今にも絶滅してしまいそうです。さ
らに発芽率が10万分の１と極めて低いため、植物バイオテクノロジーを用いて本校
で美ケ原の苗の増殖をし、自生地の状況によっては苗を戻す生息域外保全と生息地
におけるアツモリソウの人工交配及び保全活動をおこなう生息域内保全をおこなっ
ています。長野県、地元企業と学校が協働した活動となっており、今年度の成果と
して44個体の美ケ原のアツモリソウを作出することができ、さらに増殖した個体を
独自に考案し、作成した順化装置で順化中です。課題としては、美ケ原のアツモリ
ソウの培養苗を順化し苗を育成、さらには野生復帰させることです。
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サイズ：W19.05 x H14.29 固定

使用可能画像は4:3
※この青色の背景と同じ大きさにサイズを合わせ貼り付けてくだ
さい。また、貼り付けた画像の元データ（JPEG）を、本原稿と

ともにお送りください。

次ページにサンプルをお付けしております。


